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要旨 

「衛星データを用いた地震・地盤変動データ流通及び解析グループ（地震

WG）」は、JAXA が主体となって実施している「だいち」防災利用実証実験を実施

するためのワーキンググループの一つであり、衛星データの流通・利用の仕組み

の構築及び、衛星データの国内での防災への利用を実証することを目的として設

置され、現在１１の機関等が参加している。 

地震 WG の主な活動の内容は①地震・地盤変動の発生メカニズムの解明、②

データの流通③緊急観測要求である。これまでに１９（国内：３海外：１６）の地震で

緊急解析を実施してきた。 
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ALOS「だいち」防災利用実証実験 

活動内容 
 「防災のための地球観測衛星等の利用に関する検討会」で明
確になった地球観測衛星に関するニーズに基づいてテーマを設
定し、テーマ毎に防災関係府省庁・機関等からなるワーキング
グループ活動を行う。  

 これらの活動では、災害発生時の緊急・応急対応のみでなく、
平時の活火山モニタリングやハザードマップ作りなどの幅広い
防災活動において「だいち」データの有効性を実証をする。 

 

テーマ 
•  衛星地形図の作成と防災利用  

•  火山噴火予兆及び被害把握  

•  地盤・地殻変動及び被害把握  

•  RASにおけるALOSデータ利用  

•  海上・沿岸災害状況把握  

•  土砂災害の予兆及び被害把握  

•  風水害被害把握等に関する実証実験  



衛星データを用いた地震・地盤変動データ流通   
及び解析グループ（地震WG）設置の目的 

• 地震調査研究・防災に携わる機関ユーザー
が主体となって、衛星データの利用の仕組み
を構築し、これを実証する。 

 

イベント発生時の対応 

＞参画機関どうしが自主的に調整の上、その
結果をWGの統一見解として、JAXAへ観測・
データ配信要求する。 



地震WGでは何を扱うか？ 

 WGの対象：地震・地盤変動 
– ○ メカニズムの解明 

– × 建物の倒壊状況 

 データ流通： 
– 緊急観測要求のとりまとめ 

– 共有する衛星データの管理・配信 

– 取り扱うデータはALOSの３つのセンサ 

 参画機関の成果について 
– 年度ごとの実施計画に沿って提出 

– 共通の緊急観測については、原則成果を提出 

– 地震調査委員会・地震予知連等から要望があれば、成果
を提供 
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事務局の役割 

観測要求の案の提示と意見とりまとめ 

JAXAとの観測・データ配信の調整 

データサーバの運用（共通データ等） 

参画機関の年間計画・提出成果のとりまとめ 

地震調査委員会・予知連への資料提供・報告 

 



今後のだいち防災利用実証について 

JAXA資料＠地震WG会合 



ALOS-2 利用推進計画（案） 

 

JAXA資料＠地震WG会合 



まとめ 

• 地震WGは、ALOSデータを利用した地震・地
盤変動災害の発生メカニズムの解明と国内
における防災利用への貢献を実証することを
目的としている。 

• ALOS-2打ち上げまではアーカイブデータに
よる実証実験。 

• ALOS-2打ち上げ後、1年程度（？）は利用実
証を継続。 

 

 




